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■授業の目的及び到達目標
　この授業では、将来、中学・高校の教員を担う学生を想定して、世界諸地域の自然環境や歴史的背景・文化を知り、グローバ

ル化に対応できる基礎的知識・技能を身に付けることを目的とする。

　動態地誌的、比較地誌的な学習を通して、社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせた学習を通して、持続可能な社会づく

りに参画できる資質・能力を育成することを目標とする。

■授業計画
　事前に学習する地域の地図をみて、その地域にある国の位置や名前をある程度、把握しておく。授業後は、その地域がどんな

特色や課題をもった地域かを確認する。また、なぜそのような特色や課題をもつ地域になったのかを、理解するとともに、その

地域がよりよい地域になるにはどうしたらよいかを考える。　

■授業の方法
　資料を書画カメラや PC を使用しながら、各回のプリント演習をベースに授業を進めていく。地図や景観写真などの資料を中

心に、「主体的・対話的で深い学び」を意識した学習を行う。メンタルマップの作成や作業学習で自発的な学習展開を行う。

■予習・復習
　日頃から、世界や日本の政治、経済、文化等に興味・関心をもち、ニュース等に接するようにする。国内、海外など積極的に

旅行に出かけたり、地図を見たり、旅番組を視聴したりするよう心がける。知識・技能、思考・判断等を求めるプリントを授業

で配布する。地域の地誌を学ぶうえで重要な基礎的知識については小テストで確認していく。

■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
　作業プリントの取り組み状況とレポートの評価（３０％）に入れる。メンタルマップやリアクションペーパーの評価（２

０％）。後期テストの評価（５０％）。

■教科書・参考書
　教科書　高等学校『新地理総合』（帝国書院）、『社会科　中学生の地理』（帝国書院）

　地図帳　新詳高等地図（帝国書院）、『ワークシートで見る全単元・全時間のすべて』池下誠編著（東洋館出版社）

　

■関連する科目
　自然地理学


